
北海道医療大学薬剤師支援センター　認定薬剤師研修制度

令和2年度薬剤師研修講座　事業実施報告

●【薬剤師支援センター・生涯研修事業】

■テーマ：プロフェッショナルな薬剤師を目指して

一般 認定薬剤師 同窓会員

第5回
8月25日（火）
19:00～20:30

オンライン開催（Zoom）

【多職種連携】
演題：リハビリテーションの主要な専門職である
　　　理学療法士・作業療法士・言語聴覚士を知る
講師：本家　寿洋（本学リハビリテーション科学部　教授）

1 40名 33枚 0冊 7名 4名 12名 18名 1名 41名 0 円 0 円

第6回
11月10日（火）
19:00～20:30

オンライン開催（Zoom）
【災害医療】
演題：ウィズコロナ時代の災害対策における薬剤師の役割
講師：根本　昌宏（学校法人日本赤十字学園　日本赤十字北海道看護大学　教授）

1 50名 41枚 0冊 17名 4名 14名 16名 2名 51名 0 円 0 円

第1回
11月26日（木）
19:00～20:30

オンライン開催（Zoom）

【かかりつけ薬剤師】
演題：調剤報酬改定、薬機法が示す薬剤師に期待すること
講師：有澤　賢二（公益社団法人日本薬剤師会　常務理事
　　　　　　　　　　／一般社団法人北海道薬剤師会　副会長）

1 50名 43枚 0冊 22名 4名 11名 12名 1名 49名 0 円 0 円

第3回
令和3年

1月26日（火）
19:00～20:30

オンライン開催（Zoom）
【セルフメディケーション】
演題：漢方の基礎から臨床へ　～基礎の理解と臨床判断へ、その学び方～
講師：唐澤　豪貴（伝統漢方からさわ薬局／株式会社からさわ薬局 代表取締役）

1 80名 54枚 0冊 31名 4名 20名 13名 1名 68名 0 円 0 円

第4回
令和3年

2月9日（火）
19:00～20:30

オンライン開催（Zoom）

【在宅医療】
演題：With Coronaに効く3つの処方箋
講師：狭間　研至（ファルメディコ株式会社　代表取締役社長
　　　　　　　　　　／北海道医療大学　客員教授）

1 80名 67枚 0冊 37名 0名 25名 17名 2名 79名 0 円 0 円

第2回 【次年度へ延期】 -
【かかりつけ薬剤師】
演題：薬機法改正の狙いとこれからの薬剤師への期待
講師：森　和彦（前厚生労働省　大臣官房審議官（医薬担当））

- - - - - - - - - - - -

■テーマ：トラブルを未然に回避するための技能　～医療安全対策～

　　担当：櫻田委員、（同窓会：大澤委員・桂委員）

一般 認定薬剤師 同窓会員
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療
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全
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策
講
座

第1回
12月8日（火）
19:00～20:30

オンライン開催（Zoom）
【医療安全】
演題：With Corona における感染予防対策
講師：塚本　容子（本学看護福祉学部　教授）

1 80名 58名 0冊 28名 4名 23名 13名 3名 68名 0 円 0 円

■テーマ：薬のエキスパートになるために

　　担当：門間委員、（同窓会：木村治委員・浜上委員）

一般 認定薬剤師 同窓会員
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第1回
10月20日（火）
19:00～20:30

オンライン開催（Zoom）
【スポーツファーマシスト】
演題：スポーツにおける薬剤師の役割　-スポーツファーマシスト-
講師：鈴木　智弓（公益財団法人　日本アンチ・ドーピング機構）

1 50名 38枚 0冊 15名 4名 12名 17名 2名 48名 0 円 0 円

　　担当：桂委員、（同窓会：大澤委員・楢山委員・石丸委員・五十君委員）
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●【文部科学省選定　多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ）養成プラン連携講座】

　　担当：木村治委員、（同窓会：鈴木委員・浜上委員）

一般 認定薬剤師 同窓会員
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第1回
令和3年

3月9日(火)
19:00～20:45

オンライン開催（Zoom）

【薬薬連携】
演題：がん薬物療法における薬薬連携
　　　①病院薬剤師の場合　②保険薬局薬剤師の場合
講師：①徳留　章（医療法人徳洲会　札幌東徳洲会病院　薬剤部）
　　　②田中　寿和（株式会社ナカジマ薬局　ナカジマ薬局旭川医大店）

1 50名 15枚 0冊 24名 1名 18名 3名 0名 46名 0 円 0 円

令和3年
3月29日(月)
（収録）

Zoom収録、YouTube配信
演題：抗がん薬治療とは？　～薬剤師の立場から～
講師：坂田　幸雄（市立函館病院　薬剤部）

- - - - - - - - - - - -

令和3年
2月27日(土)
12:55～15:00

オンライン開催（Zoom）

≪研究紹介≫
①1.5%ケタミン親水軟膏による癌化学療法の末梢神経障害に対する疼痛緩和作用
　久保　靖憲（旭川医科大学病院　薬剤部）
②がん薬物療法におけるGrade評価統一を目的とした副作用一覧表の有用性評価
　宍戸　桃子（市立札幌病院　薬剤部）
③当院における高齢乳癌患者に対するパルボシクリブの使用状況と安全性
　鈴木　拓也（KKR札幌医療センター　薬剤科）
④希釈液に着目した液体製剤ゲムシタビン誘発性血管痛の軽減法の考案
　内山　数貴（北海道大学病院　薬剤部）
⑤肺癌におけるICI併用化学療法のirAEによる投与中止の実態調査
　早坂　州生（恵佑会札幌病院　薬剤科）

≪特別講演≫
演題：がん薬物療法の臨床薬理
講師：福土　将秀（札幌医科大学医学部　教授／札幌医科大学附属病院　薬剤部長）

1 150名 15枚 0冊 82名 0名 33名 21名 2名 136名 0 円 0 円
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市民公開講座

第10回
がん薬物療法
研究討論会
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